
抜歯された歯で内部被曝を調べましょう！ 

2011 年 3 月におこった福島第一原子力発電所事故で多量の放射性物質が放出されました． 

この度被災された方および現在も福島で生活をされている方の内部被曝が心配です． 

 

これまで大気の放射能降下物や食物摂取による内部被曝の影響を調査してきました(図１)． 

歯や骨に蓄積するのはストロンチウム 90 やプルトニウム 239 という放射性核種で， 

長期に亘り人体に残ります．前者はβ線，後者はα線を出し，長期にわたり細胞や DNA を傷つ

け毒性が非常に強いと言われておりますが，その内部被曝による健康被害との関連は未だ，不明

な点が多いです． 

今後の研究として，歯の放射線核種の沈着量から放射線健康リスクを予測するモデルの構築を行

いたいと思います．これに関しては先日（2012 年 1 月 7 日，日本歯科医師会館，市ヶ谷），日

本歯科医学会主催の研究の集いで講演致しました(別刷り有)．その研究の為にお子様・大人の方

を含め，抜けた歯を収集できればと思っております．乳歯や永久歯は内部被曝を調べるための環

境指標物質となっているからです．今回の福島の事故においては，地上核実験の蓄積量(北半球)

の 2000 分の１のストロンチウム９０が放出されました(図１)．局所的には少なくない量である

と考えます．できるだけ食物や環境からの内部被曝は防がなければなりません(特に乳幼児やお

子さんや若年者)．そのめやすをみつけるためにこの研究を行います． 

でも，その存在が確認されても驚かないで下さい．もうすでに，1945 年～1970 年生まれの方の

歯の中にはストロンチウム９０があります(図１) 

 

（図１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

拡大画像をご覧になりたい場合こちらを

クリックしてください。 ＞＞拡大画像 

http://www.418.co.jp/inoue/map/image/gakkai/large.pdf


 

 

私も含めて今，元気に生きていますので 

心配いりません．しかし，今回の事故により個人でも環境の違いによりホットスポットは存在し

ます．もしかしたら，歯の中にストロンチウムやプルトニウムはない可能性もあります．不幸に

して値が出た方は食物摂取や周りの環境を改善する必要があると思います(特にお子さん)． 

御協力いただける方は下記項目を記入の上，住所までお送りください． 

個人情報の漏洩がないように万全を期します． 

まとまった数が集まったときに，ストロンチウム９０とプルトニウム２３９の量を個人別に 

はかります．理想は個人的に 4 本ぐらいの抜歯された歯が必要です．先に少しずつ送っていただ

いても構いません．その送って頂いた試料は慎重に保管させて頂きます． 

 

※項目は可能な限りで結構です． 

・お名前 

・ご住所 

・年齢 

・抜歯の部位 

・抜歯された日時 

・御連絡先 TEL またはメールアドレス 

 

 

・連絡先および送付先 

〒357-0025 

飯能市栄町 20-1 ブリランテ飯能 1F 

医療法人社団 山吹会 井上歯科クリニック 

TEL042-971-6480FAX042-971-6481 

※ご質問あればこちらまでご連絡ください．（qb6k-inue@asahi-net.or.jp） 

理事長 井上一彦 

鶴見大学歯学部探索歯学講座 非常勤講師 

元国立予防衛生研究所 歯科衛生部 

連絡先 

鶴見大学歯学部探索歯学講座 花田信弘教授 今井 奨 講師 非常勤講師 井上一彦 

〒230-8501 横浜市鶴見区鶴見 2-1-3 

Tel: 045-581-1001(内線 8462) 

FAX: 045-573-2473 

 

mailto:qb6k-inue@asahi-net.or.jp

